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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・明日より、入院時の第1報メールをお願いします。

以下sample　

件名：「【入院＋1】東病棟現在数43　受入可能数：男１女１」

内容：東病棟Aユニットに佐藤真一様、入院となりました。

上記のみ。【退院】も同様。

件名：「【退院－1】東病棟現在数44名　受入可能数：男女各1」

内容：東病棟Aユニットから佐藤真一様、退院となりました。

その後、経過メールを送る。

・4月21日15：00より病院2階会議室にてスタッフミーティングを行います。全員参加です。事業計画書をメールしていますので、各自確認お願いします。

・入院証明書、他科受診連絡票の書式が変わりました。（特に他科受診連絡票については、現場と医事との管理を明確にするとの内容で、医事からお話がありました）新書式は、ホワイトボードにあります。
・土井Dr皮膚科診察が、今週より始まります。北病棟は、木曜日となり東病棟診察後となります。スケジュール表と患者一覧をホワイトボードにありますので、確認お願いします。

・5月1日より、面会表の書式新しくなります。新書式は、メール確認お願いします。

・栄養チームより

　軽食や軽々食の際、別に用意されているが、普通食の方を取ってしまっている方がいるとの事。スタッフの方でも確認するようにお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・土佐　将志様～昨日、八戸赤十字病院にてMRI検査実施。本日伊藤整形受診し、結果を確認しています。左膝の半月板損傷しているとの事。八戸赤十字病院紹介となり、4月26日9：00予約となりました。（入院証明書準備済み）

　　　　　　　　本人持ちの小遣い残少なくなった為、4月22日スタッフ付き添いにておろしに行く事としています。

　　　　　　　　作業療法より、明日11時頃に作業療法について面談するとの事です。

・葛西　美子様～本日、2回目の栄養指導行っています。

・出河　攻様～定期薬変更セパゾン（2）3T3×止めとなっていす。（先週主治医診察にてイライラ等みられないため減薬予定となっていた）

＜要注目患者様＞
・上村　みわ様～不眠にて経過し、「弟が迎えに来ている」と妄想に左右された発言聞かれ、防寒着を着込み、窓の外を見ている事あります。所在確認を行いつつ見守りしています。

＜田名部Dr担当患者様の退院支援委員会＞

・伊藤　義彦様～＜退院できない原因＞

地域での受け入れ拒否。母様が高齢で兄様がうつ病であること等踏まえ受け入れが困難な状態。本人へ施設の方向提案するも、病院より自宅退院を強く希望している。

＜今後に向けて＞

御家族の状況を伝えながら、施設入所に向けて動機付けを行っていく。

　　　　　　　　時間はかかる可能性はあるが、本人の気持ちが変わる事を期待したい。

・袴田　将志様～＜退院できない原因＞

　　　　　　　　御家族の自宅での受け入れ困難。本人の生活リズム確立出来ていない。

　　　　　　　　＜今後に向けて＞

　　　　　　　　青山荘→自宅（もしくは単身生活）の方向性。

　　　　　　　　青山荘の体験利用を継続し、退院に向けて調整していく。本人用、御家族用ともに申請書は提出済み。サービス申請など手続きを進めていく。

　　　　　　　　生活リズム確立に向け支援継続。

・宮澤　涼太様～＜退院できない原因＞

　　　　　　　　御家族の受け入れ体制が取れていない。

　　　　　　　　＜今後に向けて＞

　　　　　　　　自宅退院の方向（母へ再度、退院に向けての話し合いを実施）

　　　　　　　　母へ、広汎性発達障害についての疾病教育実施

　　　　　　　　外出泊訓練を通し、御家族との関わりをもつよう支援

　　　　　　　　

＜田名部Dr診察＞

・伊藤　義彦様～4月12日の血液検査結果について、Alb3.0と改善してきている事、BUN14.1、Cr0.92と腎機能悪化はない事説明あり。自宅退院希望については、変わりなし。体調面は安定しています。

・袴田　将志様～4月21日から22日の青山荘宿泊体験について確認しています。口渇の訴えあり、次回定期薬よりタスモリン減薬調整するとの事です。「仕事につく事や25日退院するなどの妄想がありました」と診察中話しています。

・宮澤　涼太様～頭痛は軽減してきたとの事。生活面では、「本を読むのがなくなると、何もすることがないので、寝てしまうんです。」と話しています。読書するのも良いが、作業療法として、今までと違うことも実施してみるよう勧められるが、「塗り絵とかやっても専門の人がいないとやってもしょうがない」と了解出来ずにます。作業療法士と相談してみるよう伝えています。図書館への外出希望あり。母へ電話にて確認。4月20日の予定となっています。

・木村　梅子様～臨時薬のアローゼン服用し、ほぼ毎日排便あるとの事です。しばらく継続する事となり、アローゼン（0.5）1P　1×就床前　8日分（以後定期）処方となっています。

